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会員各位の日頃の帆走技術の練磨精進振りを遺憾なく発揮された本年度の外洋レースも「湾内

ポイントレース」12月11日の最終戦もって目出たく終了するはこびとなりました。つきまして

は，恒例により下期開催のろレースと「湾内ポイントレース」年間成績発表にエる「入賞艇表彰式

を下記のとおり催すことになりました。

表彰弍陵は直ちに「年末懇親会_lに移行しますので表彰の当否に不拘ご来席の_b隔意なく舜炎

の実をあげられっ来年の意慾の程を披露していただきたいと存じます。劃

なお，本年度は新規加入者も多数あり主したので，この機会に一層の親睦を深めていただきたい

i
三里 『

I

とも存じますb

入賞艇表彰式

日時｜唱和41年12月12日（月）18：00

ところ日本船舶クラブ・会議室（虎ノ門）

入賞艇2頁参照

I

一一

号

一

！ 一

1I3eSe'懇親会

1．日時昭和41年12月12日（月）19：30

1°ところ日本船舶クラブ．会議室（ﾉ吃ノ門）

1．会費呈500（当日会場にて徴収します）

（本誌掲載をもって通知に替えます）
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各レースの経過報告

ユ神子元島レース及び第3回初島レース報告

し＝ス帆走委員長関根久

神子元島才三回初島レース報告

1966年鹿神子元島レース及び才三回初島レースは10月21日～23日に小網代スタート

で行われた。レース結果は％俵の辿りである。

神子元島レース前，海上'床安庁主りwが強吹しているからレース決行するか否かの問合せあり，

天気図もある程度の風を予測された｡FJT定の2300に全腱スタート,N,NHの微瓜で》闇の中

へ潤えていった。スタート時の走りでは"･ふじ'，が北側のトップに立ち，南側には‘。〈ろしお”が
へ

スピンを踵|封していい走りを見せていた。その時N～NEの,IJIが適当にあり，全艇無事に神子元島

に到蒜汐1年と比べて容易に周航したと思われる。

トップの、，ふじ”が09：25，10：25には稲竜'，，。･竜王丸”10：24”，、｡K-7'',

10：30，,トンガ”，くるしお'’10：34､｡ざがみI"pと視界のよい時に次々 と儲洛についた。

‘､利根”は伊豆』二りの南流をねらったがただ1隻初島に近接した作戦がはずれたが，遅れて15：

10廻航その畔の瓜に遭って18：00爪木崎沖でリダイヤした。廻航路の各力趣X,東に北に思い

思いのコースをひいて三崎への歪ll達を和らつ7乞が，大島西側の斗航をつかんだ‘、稲竜”。，'さがみ

M''o､｡モサⅢ，'はそのせりあいで｡｡さかみ1''を抜き，｡稲蒄''00:1？についで00:357

イニツシユ，《さがみⅡ’'は00：58フイニツシユしたo

今度の神子元島レースは風向風力に恵まれ，神子元島回航は楽だったがその俵の黛靭jの利用如河

が勝敗に大きくひびいていることが特徴と思われる。

次に22日2'lg00初島レースがスタートしたc,味安部で案じたWもあまり左いらしく天気図

へも平穏を予測された。スタート時は固のあるか左いかの鈎軋，スタート時20分f呈でそり瓜がNに

急変して平均10m鍍大12～3mの肌が翌朝堂で枕いた。大型艇もアビームリ|肌走でリーフし，

シブを小さくしている処を兄ると茶外15m位に達していたかもしれ左い。翌日兇た天気図では等

圧線が一寸内側にカーブ．しているのであるいは小さ症極地的I｣があったかと思われる。スタート直

依から曲の空に刑線の窪がはっきりと見えて瓜の強くたることは予測された。初島廻伽”船のサイ

ズの順序で無争に終りｿ捕りはかるいクロースホーノレドで走つ庭。大型蛙は彼の大きさが丁皮柔かつ

たためか80･～90．位で走りクラス4"100o～120．位しか上れなかつアセのが俵に蔵っ

てひびいた。。、SOROI』Rn”がクロースホールドでいいi生能を殉重し3位に入黄したことは

今嫁の活寵が期待される。トップ従力狐ってから4↓拝1句で全耀無掛プイニツシユした。
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禄安部へはろ時間毎に連絡し，必要あれば｡、しきね”を出航させて下さるつもりだったらしいが

天気もよく心配なこともなく，無聿に終ったことを感謝し堂す｡尚，稲富’鈴木両氏及びコミツテ

イー本部に癒った繊可銀行の三戸浜祭を借して下さった､｡ルナロツサⅡ”岡野オーナーに深謝致し

ます。

タ

各レース会計報告

1第2回初島レース

レース委員長戸田邦司
(明細は次号にて*贈します）

口、
残高41，720円

2神子元島及び第3回初島レース

神子元島レース及び才3回初島レース会計報告

レース帆走委員長関根 久

収入之部

（刻'3回.測島）

16隻16，000

3隻6，000．

48名24，000

14名28，000

74，000

（神子元島）

15隻15，000

1隻2，0〔〕0

42名21，000

15名30，000

68，000

参加申込科

参加申込遅延科

参加料（会員）

〃（一般）

４
１
８

三
口

合 計142，000

へ

支出之部

本部運営費（食費，交通費）

艇長会議借室料

交通艇借鵜（ガソリン代共）

マーークボート借料

謝礼金(M.Y.0.及び三戸浜寮）

通信費（電話料）

印刷費（帆走指示書等）

雑費（サイレンボンベ，電池等）

21，250

2，100

5，855

12，000

6，000

440

ｺ915

2，690

●
，
腿
岬
ｒ
Ｐ
Ｉ

52，250

82750

計

差引残額

合
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S第4回小網代カツブレース会計報告（41．11．29）

レース委員長渡辺修治

収入之部

参加申込料18隻

：参加料（会員）35名

′’（－一般）11〃

，8，000円

1Z50C

22，000

１
１
言
、 5ス500

へ

支出之部

委員宿泊料（丸八旅館）

艇長会議借室溝

マイポート借粁（1隻）

文通7鍵ガソ'ノン代

特設電話料（度数科未納）

無線機借料

記念品代（タオル120本）

高嚇し品代（小糊代漁業組合）

印糊代（'帆走指示書．出艇表等）

交通費

雑費

22，800

2，100

2，000

1,060

3，640

1，000

12，000

1．440

1，500

500

1，650

■

へ

42450言’

差引残高
一一一一一一.一一一

81070

各レース精巣或綴表

1．神子元島レーバ

2．オ3回初島レース

3．小糊代カップ．レース

別紙参照）

〃）

〃、
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巷小網代カツブレース

し/－星委員長渡辺修治

捜辺レース委員長よりの報告書郵送途上にて遅延を

きたしましたので、次号に掲載することとしました。

‐

へ

へ
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スタート10月21日2．3：00関根帆走委員長1966年度神子元島レース成績表昭和41年10月21～25日

凝瀞)議一
1'33．23

18．0良55‘

1R1良501

1日24．091

22．25．54I

20．5ス04

20．5，54‘

20．52．33

21．14、57

21．41．481

23．56．58I
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陳秀雄l陳秀雄

奥田広男i志賀仁郎

富永弘’富永弘

中島伸之I中川靖郎

8．0．VISHTAKIJ･JANSSEM
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1966年度第5回初鳥レース成績表スタート10月22日21：00関根帆走委員長昭和41年10月22日～23日
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ス45．04
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，35．45
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12．10．58

12．15．25

12．1856

12．5ス55

13．05．33

13．5ス52

到着時間
(F.T.)
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竹下政彦

石原慎太郎

川島正通

R・BERKELY

島田武夫

森村譲二

金原良一

大谷正彦

沼口日出士

依田誉

豊泉茂基

臼崎謙太郎

８
７
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６
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‐
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．744

．802

．717

．710

．706

．680

．707

．712
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55

15
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小林亘

竹下政彦

石原慎太郎

J.RANGER

R･BERKELY

田山英世

SHARKグループ・

金原良一

西村真

沼口日出士

山崎達光

遇泉茂基

白崎謙太郎
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回航時間
（神子元島）

到着時間
（F、T，）

所要時間
（E・T、）

23日0．1ヌ55

0．55，05

0．5855

2．15．05

2．21．20

2．5350

2．46．32

3．28．48

5．45．14

4．21．34

5．20．52

536．29

，．N．五！

i25．1R55

’25．35．05

125．58，55

12ス15，03

2Z21．20

2ス55．50．
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28．45．14
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150．20．52
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1966年度才4回小網代カツプレース成績表

スタート…11月26日10：00唱和41年11月26日～27日

修正時間｜順位

(O、T.)'綜順

10．55．0615

10．46．13I2

11．01．574

10．32．5611

11．07．55；5

11．12．4316

11．31．577

12．18．448

1ろ．41．20110

12．44．081？

回航時間到着時間i所要時間

（竜王崎s)(F、T、)!(m・T．）

26日14．550．06．0014．06．00

"f4.5510.50．55｣14．50．55

〃14．5510．ろ5．1014．35．10

15．010．48．5014．48．30

〃15．0501．05．50115．0ろ．50

"15.12i01.47.5015.47．50

〃15．0501．59．15‘15．59．15

〃15．0502．47．50116．47．50

05．04．07117．04．07

〃16．19104．30．40’18．50．40

艇長氏名1乗員数IT．O_F｡0F．オーナー氏名着順｜セール‘砿’艇 名

113881稲竜｜小沢信三郎栗原宣明’7、772

2164さがみⅡ｜飯島元次飯島元次’6．742

3'199SAIJMONI富永弘富永弘5、756

4179ISIRENA大儀見薫’大儀見薫5.712

5:367T工工』DE,S、G、VISHTAKJ･JANsSENI4．739

6566もさⅢ守屋克己吉田義明5．710

7379IMAMBOWI小林秀-i宮野邦重4s721

8，155くるしお平島伸之中川靖郎；4。733

93581M工GRATORIR･BERKEIJY|R･BERKEIjY!9｡802

10132701JYMPUSII護合公平’落合公平4 ．688

1’318‘亜光山崎達光｜石令幸彦!4(D｡N,F.)

〕

I

少

）

1

｜

I
1

1

1I

C:I｣ASSI

〃Ⅲ

〃Ⅳ

〃V

。
◎

棄権艇～ふじ

スタート前棄権申告艇

CONTESSAI竜王丸SORCIERE

DAMOエ飛車角JUNEBRIDE

WINNINGFIJAG～1.～SIRENA

2.～さがみⅡ

ろ.～稲竜

OHA]コエ｣ENGEcUp～BIRENA
M

1

F工RSTHOME～稲竜
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各委員会よりの報告

1総務委員会

◎第8回理事会･……･･昭和41．8．28（日）10．30於常滑市鬼崎荘

議題

第，号議案常滑市鬼崎港地区に於けるNORCヨツトハウス及び附帯施設の建設に関する

件

第2号議案NORO支部長旗の制人とに関する件

第3号議案（ｲ）新入会員の承認（定款第7条による）

や）その他

一
外
上

＝＝

(注）第2号議案の支部長旗は下図のとおり決定し宮した。

赤ふち

巾へ25%

I

◎常任委員会,D開催

第9回“……･昭和41．8．16（火）18：50出席者（12名）

誠題

1．横浜～神戸レース及び第7回鳥羽パールレース終了に伴う諸報告（吉田帆走委員長説明）

2熱海ランデブーの終了報告（田辺帆走委員長説明）

ろ．その他

A)NoRc支部長旗の制定について

B)-その他

再里

↓

－11－



第10回….…”昭和41.ツ.13（火）18：50出席者（13名）

談題

1．第8回理歌会（8／28）に於ける議決事項の報告

A)常滑市鬼崎港地区におけるNOROヨツトハウス及び付帯施設の建設について

B)NORC支部長旗の制定について

o)新入会員承認に伴う現在会員数について

2．その他

第11回….…･･昭和41．10．4（火）18．30出席者（13名）

誰題

1．神子元島レーヌ（10／21－23）開催について

帆走指示書（案）審議（関根帆走委員長説明）

2．第3回初島レース（10／22－23）開催について

帆走指示書（案）審議（関根帆走委員量説明）

ろ．その他

第12回………昭和41．11．15（火)18.30出席者(15･弓〉

談題

1．神子元島レース及び第ろ回初島レースの終了に伴う隷蝦告〈関根レース委員長説1月）

2．′｣､級代カツブレース（11／26－27）開催について

帆走指示書（案）審誰（渡辺帆走委員長説明）

ろ．下期レース（神子元島，第3阿初島，小網代カツプレーヌ）

入賞艇表彰式及び年末懇親会開催日程について

4．各専門委員会より関係事項についての報告

5．その他

《
に
し
０
Ｔ
ザ
山

へ

へ

附記

本年度最終回（第13回）常任委員会は来る12月6日（火）に開催しますので議題等は次号に

掲載します。

◎神奈川県ヨット無線協会の発足について，かねてクルーザーの安全のための電泌吏用について

色々と垂砥省を初め関係官庁，諸団体と折衝を進めてき交したが郵政省の指導により受益者の受

入れ団体結成の機運が高まり去る10月14日葉山マリーナーにおいて当協会は日本ヨット協会

－12－



モーターボート協会．三浦海難防止協会等の関係者が集堂り

神奈川ヨット無線協会の創立総会力覇催されさし当り任意団体として定款の審議・役員選挙ち

どが行なわれ，当会からは飯島，則武，横山，外山理事他出席した。この結成によりヨット無慈‘

の許可が間近かとなりクルーザーの安全は一段と強化されることと左つた。（則武記）

◎東海海事センター協会（仮称）

＝去る8月28日の理事会の決定にもとづき鬼崎にセンター建設について運輸省，船舶振興会，

地元東海瀝墜局，県，市の御指導により進めてきましたが’0月’5日付にてこの協会の発起/、

代表桑原愛知岸知事名で補助金6，150万円の申請をした。

なお来る12月8日（木）名古屋市内にて創立総会を開催するはこびと左り，当協会エク閑、

会長，則武常務理事及び東海支部の角田理事丹羽理事他東海支部会員小島武雄氏．天野和茂氏の

諸士が理事に就任することになった（則武記）

－
１

へ

2安全委員会そ

本年度安全倹型釦申込みを受理した艇でオーナーエリ実施日申出等の連絡等が左〈安全検査実施

未済の艇につきさしては申出し順に来年1月より3月末迄に完了したいと思いきすからご協力願い

ます。

3計測委員会

計測委員会よりのお知らせ

1．11月20日現在の計測結果下記の通りです。計測証明書は目下作製中ですが，出来次第オー

ナー各t巌回送付する予定です。

2．レーテングの計算は全部電子計算機を使馬して計算したため計算途中は小数点以下11位まで

計算されてい-主すが証明書記載の数字は都合上，小数点以下2位左たは3位でセリ拾ててあります

から，証囲撚の数字霧使って手計算で計算してみた場合レーテング又はT｡C．F.の最后の桁

で結果が異る場合かありきすが結果は正確ですから了承願います。この件に関する問合せは日本

郵船KK工務部島田委員(TEL(212)4211(代))玄で。

ろ．次の各艇は計測済ですがポイントレース以外の公式レーズ出場艇より優先計算を行ったためま

だ正式左結果が出ていませんので結果が出来次第ニュースでお知らせします｡

ノブチヤン，エイテイエイト，ノロM,イブ，雪風，ニメラダ，シーウイツチ

二両
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4．次の各艇は計測申込受理済ですが。事情に依り，明年に計測を繰延べさした。尚これ以外に申

込済で未計測艇があれば本部まで至急お申出下さ!/も

う’ル等パートV,リーフデ，タールシニア，はまゆう，さらかぜ，アーリーパード，

ロシナンテ

5.レーテングに変更を与える主うな改造を行った艇は本部に申込の上.，再計測を受けて下さい｡

再計測料は次の通りです。

計測時計測委員の指示により手直しを行った場合の手直し礦忍は無料です。

料
叩
叩
叩
別
叩

測
５
０
５
２
０

計
３
３
２
２
２

？
，
？
？
，

再

茎
茎
畜
茎
要
｛

０
０
０
０
Ｏ

料
０
０
０
０
０

測
加
釦
即
妬
畑

や
，

■

＋
’

一
三
口

茎
茎
￥
茎
￥

口堅

クラスI(R>30)

"H(30>R>24)

"m(24>R>191JWL>24)

〃Ⅳ(19>R>16)

"V(16>R14.14)

本年度の最終計測日は12月18日（日）於油壷です

連絡は丞部(TEI｣(501)2847)まで，来年度の計測日は想ってニュースでお知らせし．ます。

前号("11)NORCニュースに発表した艇の訂LE分と類加筆表の艇のT｡O．F・は下記

0．

７

のとおりです、

クラスⅣNADJAI0.701クラスⅢSAI｣MONI0.756

〃竜王丸0．748（訂正）

"sORCIERE0.744

〃 さがみⅢ0．742（訂正）

へ

クラスVJUNEBRIDE0．688

"sAI｣MONOf87

4レース委員会

11月15日の常任委員会で討議して，来年度の総会に提出する1967年度レース計画案をお

知らせします。

会員諸兄のご批判とご指導によってより－－層充実したそして価値あるレースを展開したいと希

－14－



望におりますので当計画案につきまして可急的にご意見などお寄せ願いたいと思い交す、

大島廻航レーヌはクラスⅢ以上が行なわれる四月末から五月初めの連休にクラヌⅢ以下の艇も参

加できるレーヌとして，大島反時計廻りのレーヌにし在した。

例年の五月末の大島レーヌのフイニツシユはプイニツシユを葉山から小網代に変更してあります。

ポイレトレーヌについては丞年度の参加艇が昨年より少なかったことから，できるだけ多くの艇

の参加が保障されるように前期，後期に別けて実施し，それぞれ6レーヌ中価4レーヌのポイント

を取る方式を提案しましたが，これについては1月，2月，7月，8月はポイトレースはやらず年

間8レースでやってはという意見もあり，更にポイント・レース委員会で検討することになりまし

た。

新しく「アドミラル・カップ．」方式に張るデー・レーヌ二つに長距離レーヌ一つをシリーズとして

て，これの通算成績を取る試みとして「シリーズ・カップ･･レーメ（仮称）を考えています。点数

は現在使用されているオリンピック採点方式（別表参照）により，長距離レーズ（神子元島レース）

両
中
上

■

q】

へ

は2倍に計上したトータルで順位を決めます。

二軍
か

－15－



白

1 967年度レース計画案

NORC

1

0

’ レース名称l開催日Iゴース iヌタート日時I
震I

クラースV以上第回初島し/三ズ

小網代
4月1日(土）
20．00

4月↑日(土)｜小網代~初島(反）
-2日（日）’～小網代

5F3B(水)|鳥羽~八丈島(反）
～7日（日）’～城ケ島

鳥羽
5月3日(水）
12．0〔〕

クラヌⅢ以上八丈島レーユ

’5月6日（土）
大島廻航レース

～7日（日）

‘5月27日(土）
'第回大島レース

～28日（日）

：6月24日(土）
第回初島レース：

｜～25日（日）

,j､網代～大島（反）

～小網代

小網代

5月6日（土）
00．00

クラ〆v以上

クラスv以上
葉山～初烏～

大島（反）～小網代

。、葉山
5月27日（士）
12.〔〕0

小網代～初屋)（時計）

～江の島

小網代

6月24日（土）
21．00

クラ.ヌV以上

ス
ー

レ
ー

羽
ル
｜
｜

烏
一
一
口
、
一

回
少

８第 鳥羽
7月28日（金）
－4勺ﾉ一・"

オミ，A:廷

クラズv以上

10月20日（金）小網代～神子元副反）

～22日（日）～'j､網代

10月28日(土）：小網代～初島（反）

～29日（日）～小網代

小網代
1〔)月20日（日）クラ〆Ⅳ以上
23－00

，j､網代｜

"卿霞“(士)|≦'ラュ'以上21.00

第回神子元島/=ス

第回初島し／一〆

第5回11月25日(土）小網代～大島（時計）｜小網

｜↑1月25日,｣網代カツフレース～26B(B)i～'j紺代10.00

（前期）↑月22日2月19日5月19日
相模湾

4月16日5月14日6月11日

ポイン卜‘

（後期）7月”日8月15日9月5日
しス，

10月1日11月12日12月10日

到代

5日（上） クラス W1，11．
人Y･ﾑﾆﾍー Lー

得点法
家ざ二’_′今

ゞ
診
訓
ン
０
如
頭
即
叩
ロ
如
蜘

Ｕ
点
１
１
１

句
Ｊ
率
幟
位
位
位
位
位
位
位
粒

工
１
２
３
４
５
６
７
く

ダニ～
・
ノ

SERIESCUPI10月1日,11月12B,のポイントレースと

しス10月20日の神子元島レースとの綜合点に主る。

／・位15．0

（7位」ぅrFは順位数
にそれぞれ6点を加

える）
リタイヤーは簸終尾艇

の点

失烙は竣鍵尾艇の点
十4点

－16－



◎ 会員の異動

特別会員より普通会員へ

0148岩崎明(PUA)

3375木田兼敏（きんばち）

2261水川信仁

一
外
け

■

普通会員より特別会員へ

4485森輝夫（きんばち）
qP

へ

準会員より普通会員へ

3405浅板幹雄(DAMO工）

Q)支部だより（抜華）
1．東海支部

東郷支部ニュース（41．11．20.）によりますと…・

○新艇2隻が進水されました。

MAvvR･RTTIRTI(No_z27)角田博ス 5蔀ヂーゼル

〃

NAVYBRumn(Nqz27)角田｜等ス5mS、

n(No．228)津端修一Z677zS.
弐二

月

○12月8日（木）18．00より東海銀行主枕町クラブ&I主堂

ます。（会貧1，000円）

うそi主堂で年末パーティが開催され

今
か

2．京都支部

京第21号（41．10．20.）ニュースに上りますと.……….．

冠婚葬祭の記事で埋められておりました。

○冠婚……10月9日の吉日にアンタレス艇長馬杉牟三氏が華燭の典を目出たく挙げら

れまし乙

○葬祭｡.．…10月8日|髄山普三氏永眠され、井上支部長の惜々 たる弔詞が記されて参り

読む者にとって故人の「ヨット」への熱意の程に感銘を深めた。ご煤福を祈

ってやみませ人心

－17－



『一 一一一一一一一一一－

芦
回
腸
匡
画
掛
罰
】

胃
昌
司
匡
①
料
旨
一
隅
震

弓
ぐ
ｈ
口
司
冨
一
畳

迫
一
（
』
混
一
壷

騨
展
一
迄
巽
／
二
一
馬
具
酎
協
）
庁
黙
蹄
賑
稲
誼
椛
催
三

掴自
鵠
暴
榊
一
￥
巽
寺

’ Ｈ
○
富
里
角
一
廷

坤
袋
導
牝
一
礎
Ｑ
且

’

鰐
一
隅
里

一
内
け

11tnI
W鈎

’
1’

翌
ハーー

胡
朴
卦
恭
田
澤
叶

屋
○
料
停
電
Ｂ
、
ｚ
ｒ

Ｉ
Ｈ
白
雪
日
置
ロ
寓
言
○
ロ
・
円
雪
Ｐ
ご
気
、
ゞ
ロ

四
険
肖
二
戻
嵐
）
菖
砦
鯉
終
国

一
寸
ぬ
ぐ
Ｉ
‐
一
、
、
（
、
寸
口
）

碧
桝
寝
逼
蔦
迄
に
鼈
蕊
娼

四
時

甜
卦
龍
朴
Ｈ
錯
窒
計
Ｋ
建
侭

F唾

甜
朴
朴
侭
熱
獺
僅
懲

一
」
↑
山
口
（
か
ト
国
）

碓
絹
躯
烏
鍔
・
塞
篁
窒
蛎
共
川

矧
卦
歸
齢
坦
朴
Ｋ
迎
畜

（
ロ
崎
↑
星
、
可
，
く
幻
扇
・
↑
す
）
余
巽
”
哩
蝋
Ｋ
蕪

畳

甜
珊

毎

翼
１
℃
’
す
蕊
噺
Ｋ
提
軍
隠
謹
咲
三
離
拝
一
鮒
艇
特
ヨ

ｍ
↑
か
、
（
ト
℃
寸
）

言
Ｉ
、
旨
昌
乾
塑
鞠
艶
蕪
悩
催
罧
箔
田
塁

℃
ぐ
ず
か
（
ロ
か
び
）

拒
純
／
一
占
一
、
‐
山
涯
蒋
各
凶
睦
漣
蕪
慨
隈
畑
冊
や
脾

到
巴
餌
Ｈ
芦
・
国

但
君
輔
謡
建
系
惠
隠
耀
拒
甑
隠
迄
喋
三
蠅
韓
国
２
司
餌
西
国
田

園
ト
、
す
（
国
桐
寸
）

、
１
回
三
專
黙
報
凶
迦
韓
低
侭
姻
班
ヨ
※

ぬ
ト
ｍ
Ｎ
ｌ
奇
兵
ぬ
ぐ
ロ
）

閑
↑
堕
騨
Ｉ
髪
型
迄
、
蕊
橲
些
迄
喋
三
維
乾
塑
惠
絹

枳
騨
釦

Ｔ
も
闇
に
導
置
蟹
祷
旺
壗
任
唖
三
維
津
潤
暹
五
騨
避

ぬ
い
国
国
（
↑
↑
ト
）

葭
〔
二
‐
良
離
四
斗
凶
離
皿
辱
恨
催
謹
噛
騒
箪

幻
山
師
“
（
↑
ト
）
・

里
Ｉ
Ｎ
Ｉ
ト
ト
圃
侶
咋
畷
唖
三
維
乾
一
患
幣
三
但

、
四
ｍ
ｍ
’
一
℃
（
寸
吋
ロ
）
一

四
葛
言
一
田
悟
凶
等
鍵
提
埋
鑿
咲
三
縦
韓
鍵
騨
嘩
琶

↑
↑
凶
ロ
（
杓
⑯
、
）

匡
巨
Ｑ
芝
得
進
凶
鯉
漏
慨
眠
碧
淵
細
鎚
器
塾

幻
寸
心
、
ｌ
や
℃
（
ぬ
届
寸
ロ
）

奇
亨
’
上
戻
ニ
ゴ
催
出
、
米
悟
里
喋
鰈
十
一
製
僻
士
鞭

もや－

1二

ユ

｜
岬
直

担 タ里

I

寸
、
卜
℃

師
ｍ
ト
心

叩
細
皿
噸

国
祠
ト
幻

ロ
、
卜
幻

一
両
ト
で

苛
国
ト
幻

ｍ
Ｎ
ト
℃

ト
国
〈
℃

、
因
ト
や

α
“
（
幻

、
Ｎ
ト
幻

幻
“
ト
心

－18－

と
１
１
（
一
胸

矩
溝
詞



住所・勤務先変更

所立'二

籾I 住会員妬｜氏名 －’

昭|東京都杉並区上萩2丁目97-15“70|有馬敬昭|東京都杉並唾上私21国こ‘~'.

…ｮ|ホⅢ画|〃識ｽ……,_‘2-‘
ら6”|山本洋一｜〃新宿区諏謝町↑↑5阿部幸夫万 ン

Ld

3"§|了:島忠騨駐誕螺驚町'‘ぬ’
55721柳橋達夫神奈l1jgll埼制判伊勢町2155浜津荘内

“031幕田篭之助i東京都墨田区椛消町1丁目12－29

存

へ

."｡i""進敬’〃#墜墓元麻布暑丁g6§’
66681広識較ル糞1－.;､陶奇吹田市千里fi;324日東紡千里山家内

:(|I:跨先）日東紡績KK建材部大阪建材課
｜

猿｜東京蕊立川市砂川町54－2けやき公団地4－410松延4429
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◎NORCのネクタイピンの頒布にづハて

常任委員の方々 によって数種の図案から推択されて調製しました。

好評を拍しておりさすのでご愛用をおすすめし主す。本部にお申込み下さい。

頒布価格＠茎550

左お，帽章，腕章（ワッペン）も現品あり玄すら

◎本年2月に挙行いたし左した練習船便乗の成果大いにありましたのと,ご希望が非常に多く寄

せられておりますので第2回目を実現できる様に目下請願中です。

「潮気」シリーズ（其の2）

、海里

海上の里程を示す単位。経度1分の距離の平均i直で,6,080フィートす左わち1,852メー

トルにあたる④

船の速度をあらわすときは，時速1海里を1ノットという･

◎黒潮

大西洋の湾流とともに世界の二大海流で，比屍索方海域から北_とし，台湾，琉球を経て本州の

南岸沿いに，房総半島沖へ至るe

平均4ノットの流速をもった恒常的窟流れである。

⑥日本海溝

本州東岸に平行して，北は襟裳岬沖から南は房総沖に及ぶ，細長い深海底の凹部で’両側は脅

斜面と左b，最深部は8，412メートルもある｡

（財団法人平和の海協会発行「海上保安庁パンフレット」より）

編集後記

1966年もやがて過去のものと左ろうとしています。会員諸兄にも公私共に意義深い年であっ

たと思います｡忙中閑を利して海洋を縦横に帆走されたことは「海に生きる」実証の想い出と左つ
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たこと曳思い室す。

NORoニュースの発行は大体2－3ヶ月毎と茂って仕舞い室したことを方詑ぴします。内容に

つきさしても日進月歩の展開振りも左く，編集の都度非才をかこっておりを十ので御指導と御寄稿

を願ってやみませんひ

迎へ3年は協会の発展は勿論， 会員諸兄にも多幸である様にと希っており室す。

(麻里記）
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